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英語教育の改善に関するアピール

1974年度日本英語教育改善懇談会は，英語

教育の現状に対する認識および将来への展望

に基づき，早急に改善策を講ずべき諸問題を

討議した結果学習指導要領J ， 授業時

数とクラスサイズJ，教員の研修」につい

て次のとおり意見の一致をみた。懇談会は，

これを英語教育改善に関する第 1回のアピー

ルとする。

1.学習指導要領について

( 1 ) 学習指導要領は，教員のための指
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1974年度日本英語教育改善懇談会

同IJりの制限を緩和すること。

イ.中学の教科書の広域採沢市IJ度を廃止す

ること。

ウ.中学の教科書採択に際して，いわゆる

「学年進行」を認めること。

2.捜業時数とクラスサイズについて

( 1 ) クラスサイズについて，次のこと

を要望する。

ア.効果的な語学教育の見地から学級

の生徒数は20名を上限とすること。

針であって，教員や教科書その他の教材など

. を規制するものであってはならない。

上記の趣旨から，学習指導要領のうち英語

に関する部分について，次のことを要望する。

ただし，現状に即して考えれば、学級の

生徒数を漸減する措置を続けて，多くとも35

名をこえることのないようにすること。

ア.指導内容については，基本的な事項を

示すにとどめるごと。

イ.中学校学習指導要領の学年別指定をす

べて廃止すること。

ウ.語いについて，語数および中学の語 ・

連語の指定を廃止すること。

(2 ) 上記(11に関連し，教科書について，

次のことを要望する。

ア.中学および高校の教科書について，定

価やページ数の枠，および活字の大きさや色
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イ.当面，各都道府県において，実験的に

中学の初学年なと♂で，現行の学級の 2分の l

程度の生徒数で語学教育ができるような措置

を講ずること。

(2 ) 授業時数について，次のことを要

望する。

ア.中学の授業時間数は，現行の週あたり

「標準3時間」を 「最低 4時間」とすること。

イ.英語科教員の担当時間数は，中学 ・高

校を通じ，週あたり 15時間をこ えないこと。



3.教員の研修について

( 1 ) 中学 ・高校の英語科教員は，研修

の必要度が特に高い。国および地方教育委員

会は，現職教員のさまざまな自主的研修を可

能にするため，次のような制度的 ・財政的裏

づけを実現するよう要望する。

ア.教員の自己研修を容易にするため，教

員定員の増加 ・研究日制度の確立 ・研究費の

増額 ・補充教員の配置などの方策を強化する

こと。

イ.現職教育を行なう民間諸機関 ・団体の

活動を積極的に援助し協力すること。

ウ.研修の一環として，教員が大学を利用

しやすいようにすること。

エ.英語科教員には特に海外研修の機会を

広く与える制度を強化すること。

オ.国および地方教育委員会 ・教育セ ンタ

ーなどの主催する研修についても一層の充実 4・
を計ること。 ‘' 
固 去る11月30日， 12月 1日の2日間

12団体から各3人ずつの代表者が集

まり，東京のELEC会館で英語教育

改善懇談会が聞かれ，G DMからは

吉沢，升川， 箕田さんが出席した。 -

今回は，同会で第 3回を数え，上記 ー

のア ピールを世間に出すに至っ た。

GDMのいくつかの基本概念
お

たまにはGDMを整理して，いくつかの基

本概念をふりかえってみる。

Fe・dforwardand F・・dback:Feed-
back ということは世の中でもしばしばいわ

れているが，まずこちらがfeedforwardで電

波を出さなければ， feedback の電波はもど

ってこない。EP1のはじめのところでトhere

/ thereをやることは，次の段階で、のThis

/ Thatにむかつて feedforwardしている。

そして P.10で、，This is a table. This 

table is here. 1t is here.というところで‘

This-here / That-there というむすびつき

がつくられ，あたらしいこと This/ Thatを

ならったごとで，かえ って既習の here / 

thereが，よりハ ッキリとする。これが

feedbackだ。EPはこのように， feedfor-

ward戸feedback と~，う circuit をまわりな

がら，すすんでいく 。

From Oen・ral 骨。 Particular: 1t 
is here. /lt is Ihere.というような大ぶろ

しき的な何でも言える言い方からはじまって，

-2 

片桐ユズル

手にも っていても，机の上にあっても，1 t 

is there.なんだが，それをもうすごしご ま

かく区別したいということで，inとか onを

つかう。1tis here. という εeneralな言い

方に対して， My hat is in my handは，そ

れのparticularな言い方といえる。

Yamadaさんのボー シも， Masukawaさんの

ボーシも，どちらも hishatなのだが，ある

ていどなれてくると，もうちょっとごまかい

差まで言いたpヨユウが出てくる。そのとき -

にYamada's hat， Masukawa' s hatという

所有の形が，より particularな言い方として

ある。おなじようにして机の足でも，イスの

足でも， its legだが，その差をあらわしたい

ときに ofが登場して， a leεof a table と

か，a leg of a seatだとか particularな言

い方にな る。

動詞についていえば， P. 138で“Tomis 

writing the word leαrning on the board. 

The teacher is teachinεhim the word 

leαrning という例があるが，writing は
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puttingの， teaching はgivingの， learning 

はgettingの，より particular なしかたであ

る。

Gradingの原理のひとつがGeneral→ 

Particularであるからといって，まず

“things / persons "をおしえ，そのあとで，

“hats， tables， bottles， houses/men. 

women， boys， girls " に分けていくとい

う方法は，われわれは，とらない。

それは

Logic and P.ychologyがつねに一致す

るとはかぎらないことを，われわれは矢口って

いるから。ごのばあいは hats，tables， 

bottles， housesのようなことにまず

familiarになったあとで，それらを総称して

“things"というんだ，ともっていく方が

psychology としてすんなり入る。あるいは

し You，He， She， 1t， Theyのような代

名詞をまとめて導入しない教科書をわれわれ

は批判するが，かならずしも Weは，相手に

よっては，ここでいっしょに導入せず， here 

/ thereで.sentenceというものに慣れてか

ら.We are here.のようなかたちで入れる

ほうがらくだ，ということを経験から，知っ

ている。また反対のものをコントラストして

同時におしえる方がいいこともあれば，逆に

go / comeεive / get のように，同時にお

しえると混乱をまねきやすいことばもあるこ

とが，経験から知られている。

Dale'. Cone of Experience This 

is a man.というような文型をおしえるとし

たばあい.This is a仁コ， のハコに

table， hat ，. book， hand， house， man， 

etc. ， etc.・…・・を入れかわり立ちかわり，お

きかえて，文章をいわせる machine-gun 

drillにおいては， content words は弾丸だ

と思われている。弾丸を何回もうつことで

"This is a仁コという機関銃があた

まの中に形づくられていく 。ソウカシラ?

GDMで、は，むしろ“Thisis a man. を

おしえるとしたら，まずlivesituationで

Masukawa-sanもYamada-sanも“Thisis 

a man. であることをしめし，写真でも man

を見せ，黒板に stick-figureで、manとwoman

をかいて見せ， flash cardで man を見

せ， This is a man. という字を読ませ，と

いうふうに経験のいろいろな抽象のレベルに

おいて， “This is a man. をしめすこと

により，実感をもって“Thisis a man. 

が言えるようにする。数多くの content

wordsを機関銃のようにうちまくるかわりに，

うまくえらんだ少数の SEN-SITを抽象のレ

ベルのいろいろな段階に上げ下げしてみせる

ことで，洞察させる。

Ena1i~h ぬ訓練)スクール…:川町山;m
n ... 蝿..Plct...-・
-・ ・ー-
Textbook-1 with 1 st workb∞k 650. 

-11 with 2nd workbook 650. 

ー皿 650 

Recording Series-1 parallels textbook-1 (set of 3) 5，000. 
-11 parallels textbook-11 (set of 3) 5，000. 

Filmstrips-1 parallels textbook-1 (set of 12) 15.000. 
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三年間を終って

市村邦一 ぷ.. 
1・2年のとき ETPで習った生徒が，今 る。以下，私の反省点を列挙する。

春中学を巣立っていった。3年最後の授業の 1 )生徒がわかったものと思い込んでいる点

時にアンケー卜をとってみた。 がなかったかo

わかる人とわからない人との差が大きい(50

%)，文法をやらないので不安(48%)，とな っ

っている。

これらの結果から見て，私がGDMの良さ

を充分生かし切れなかったことは明らかであ

i 2)中以下の生徒にとって 2年生の時に学

でしてくれていることがわかる。もう 3年間

私を挑戦させてみる気にさせたアンケートで

あったことを付記しておきたいと思う。

(東京都江戸川区立小松川第三中学校)

第18回英語教授法研究会公開講演会

き 1975年5月24日(土 2: 00 - 5: 00 p. m. 

ろ: 東京 YM C A 新館の講堂

公開:生徒 千葉大学教育学部附属中学校 1年A組 (46名)

授業者千葉大学教育学部附属中学校 根古谷 常雄
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初めて英語を教えて

東京都足立区立14中 田 幸 徹

4月から40学級となる巨大な中学校。英語

科の教員 8人。この多人数の中で独自の方法

で英語を教えていくことはむずかしい。絶え

ず他人からの圧迫に気をつけていなければな

らなし」 彼らはいわゆる教科書さえ終らせば

いいのであって余計なことは教えるな。他教

科の教師までが何か文句をつけたがっている

ようだった。この状況の下でGDM的に 1年

生に教えていくことは困難なようではあった

が，強引に， しかし多少は妥協して 1年間や

り通した。苦しい 1年間であった。進度が遅

れているというのでテスト前は範囲を私の方

に合わせるために四苦八苦した。それでも彼

らは私が教えていないごとを出題し平気な顔

をしていることすらあった。私が問題を作れ

たのは 5回のうち 1回だけであった。彼らは

文句を言いたかったのだろうが，それを強く

出せなかったのは私の教えたクラスの生徒の

成績が比較的よかったことと， G DMに多少

なりとも関心をもってくれた人が1人いたか

ニュース

らだろうと思う。

検定の教科書が手もとにあったらどこでも

開けてみるといPo新出語というものがいか

に多いことか。7つ8つ，ひどいページには

10以上も出ている。これは普通の生徒にとっ

て負担以外の何ものでもなし、。これだけで嫌

いになってしまうのだ。おまけにテスト，テ

ストで追われているのだ。この状態をみて，

改善しようと思わないのは一体どういうわけ

なのであろうか。

現在の中学校での問題を改めようと，少し

ずつ同僚へ働きかけてみた。が経験の上に腰

をすえた固さはなかなかくずれはしない。そ

こで受けもっているクラスの父兄へプリント

をくばって働きかけてみた。その結果，口頭

や手紙での激励をいただいた。GDMという

ものをどれ程理解してもらえたかわからない

が，私に好意をむけてくれる人もたくさんい

ることを知った。'このように 1年間やってき

たが私は GDM研究者が現場において強い意

志と勇気と英断を持って生徒とともに歩んで

いくことがきわめて重要だということがわか

った。

* 朝日カルチェア ・センターでは(新宿駅西口下車 住友ピル内)
火曜 08:00-20: 00)，水曜(10:30-12: 00)，土曜(10:30-12: 00)に大人を対象とし

たGDMの授業が行われている。担当者は 吉沢，箕田，唐木田，升川，小林，東山，成井の

みなさん。

また，ここで、はTeachers'Trainingも行われている。時聞は毎週木曜日 08: 00-20 : 00)で，

担当は 升川，吉沢，東山さん。

* 横浜外語アカデミー(横浜駅西口下車 横浜アカデミー内)

月 ・金曜日7: 00-18 : 00)小学校 5-6年生。担当 小林さん。

土曜(10: 30-12 : 30)主婦対象。

企業では 三菱重工業(横浜造船所) 月・金曜 04:00-16: 00) 

* 横浜YMCA (本館)
月曜~金曜 06: 00-18: 00)小学校4-6年生。

この他に 二俣川， 戸塚，青葉台の各所でも，GDMによる授業が行われている。

食 鎌倉支部では婦人子供会館(鎌倉駅下車)で金(10:30-12: 00) Teachers' Trainingあり。
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生徒の言語活動を活発にする

英語学習指導法

東京都目黒区立第丸中学校

私の専門教科は英語ではないが，教科指導

や生徒の学習活動の状況という観点から GD

Mに初めて注目し，大いに興味をもったのは

7年前のことになる。なぜ、強い関心をもった

かというと教師も生徒もみんな生々としてい

る雰囲気にハァとするものを感じたからであ

る。素人ながらもその原因をさぐるとちゃん

とした理論的根拠をもっており，それがなに

か私自身の教育観について眼を聞かせるもの

があったのである。

これは単に英語だけの問題ではない。当時

すでに教育は原点に帰れという声が叫ばれる

ようになっていたが、， G DM  はBasicEng-

¥ishを基本とした理論であるこ とからいって

も時代的要請にかなう具体的方法であるし，

また考え方は他教科にも間接的に応用され得

る可能性をもっている。甚だ漠然とした直観

であるが，ともかくこれまでのともすれば沈

滞気味の教科指導に活が入り，新生面を切り

開く糸口になるのではないかという希望をも

ったのである。

まもな くして改訂された指導要領でも従来

の読み書き本位の英語指導から脱度して広い

言語活動としての学習指導への移行が強調さ

れたので，時機もよしと本校英語科スタッフ

が一致しで情熱的に取り組み始めた。その苦

心の研究精進の第一段階としての実情をさら

け出し，広く批判を仰ぎ，多くの助言を求め

るために研究発表となった次第である。

GDMはアメリカ生れである。これが全く

教育風土のちがうわが国に定着することはそ

うたやすいこ とではない ぐらい予想はしてい

たが，今更のごとくその難かしさをしみじみ

味わっている現状である。言語活動という高

度の文化をうけ入れるのは余程困難であるの

はあたりまえのことかもしれない。

現在，日本語自体が混乱期にあり，ことば

が命を失P，空まわりする傾向が強まりつつ

あるのは教育上由々しい問題であるが，こと

ばが生きてくるのは人間の活力が盛り上り，

文化が躍動する時であろう 。そういう意味で

GDMの単なる技術的受け入れが本命でなく，

人間性を開花させる言語活動の指導研究であ

ることを願っている。

• 
最後に本校英語科スタッフのたゆまざる精 a‘
進と側面よりの本校教職員の協力に対し深い 司，

敬意を表する次第である。

6-

(前 ・校長荒木敦)

GDM導入の動機，経過について

46年度は 3年生に対して，数学と組んで，

学力別クラス編成による形で，また他の 2学

年はグループ別による授業を実施した。また

この間にmodu¥e(15分単位の組み合せによ

る授業時間)方式も見学検討したりしたが，

全体の教育課程に関連するので実現は不可能

であった。

結局，少人数クラス，学力別クラス，時間
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的方法 (30分授業を週6固など)による授業

形態は，教育課程，教員の定員，施設，生徒

父母の心理的問題など，多くの障害にぶつか

り現実には不可能にちかい状態で、ある。とす

れば，現状をできるだけ生かして，教育機器

の利用など，指導方法の改善に務めるほかは

ない状態で、あった。

幸い，この期間に，教科内の話し合いを重

ねた結果，英語科教師相Iitこ共通理解が持て

るようになったことである。

47年度からの学習指導要領の改訂により，

「言語活動を活発にする」という方向が示さ

れた。46年にGDMを知る機会に出会い，こ

の方向に合致する methodであると考え， 47 

年度の新入生から実施することに決めた。

しかし，私たちはGDMについてはなにも

た。文字通り gradeされた教材であるが，教

科書となるテキスト(この学年は使用しなか

った)は，教科書とくらべると，文型だけが

のっているにすぎなし」教師自身が毎時間教

材を作り， しかもすぐれた技術を身にっけな

ければならないと実感した。

48年度から 1年生に週4時間GDMで指導

した。2年生には週1時間GDMの時聞を と

った。GDMによる方法は 2学期までにし，

3学期から教科書に切りかえ，G DM的に指

導した。

49年度は48年度と同様である。特に 3年生

においては教科書にでてくるいくつかの文型

にかぎり GDM的に指導した。

(英語科スタ yフ:西島誠一津谷)
倶子佐伯千枝子成井幸子

知らない状態だったので，

先ず1年間を教師自身の研 NEWS 

修期間にした。 1年生 (491* 毎年4月の新学期には講師の移動の激しい名古屋では，今年
年度卒業生)には週4時間| もまた数人の講師が入れ代る。その意味で 「初めの一歩」のく

のうち 1時間だけを GDMI り返しと言えないこともないが，講師全員が入れ代ったことも

による時間にとった。勿論| あったのにくらべれば，今年は引き続いて教えていく講師も多

私たちはできないので，経

験豊かな講師(山田初裕氏)

を迎えてスタ←卜した。私

たちはできる限り授業を参

観し，話し合いを持ち，他

. 校の授業を見せてもらった。

いので，これから teachingに，お互いの勉強になどいろんな面

で充実をはかる時期にしたいと思う。そんななかで，熱心な山

田和歌子さんの 1年間の休職は淋し p。また去年 1年間GDM

で名古屋Yで教えてきて，意欲的な赤崎耕こさんは Yで授業

は続けられないけれど，岐阜県内の私立高校教師としてなんら

かの形でGDMを，そしてGDMを通じて得たものを生かして

くれるだろう。大阪を離れて名古屋に移ってから一年半。いろ

んな人たちと知りあって，また空間的に離れるごとになっても
夏期の講習会にも参加した。

そして，これは言語活動| 離れがたい心を大切にしたいと思う 。そんな Peoplein GDM 

を高めるに適している方法 Naεoyaの人たちです。 (NaomiSa旬Sait引山iれtωo

であるという感じをますま 1*今年 3 月 25 日 ~28 日 YMCAプ六て甲研{修|彦芸セン夕一で初心者及
すj深菜めるようになつた。 し| びAdvancedSemi陥 rを行なつた。参加者70名。

かし一方，ごれは全くたい 1* 今年 3 月 29 日 ~ 4 月 2 日 東京YWCAでAdvanced

へんなことであると思うよ Seminarを行なった。特に EnglishThrωgh Pictures の

うになった。この方法を効 Book皿の開拓も試みた。参加者27名。

果的にするには，教師の指1* セパレート式基本英文法根古谷 常雄編著(千葉大付属
導いかんがいかに大きく影| 中学)が出版された。￥510

響するかということであっ
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Summer Seminar のお知らせ

とき 1975年 8月19日(火)~ 23日(土) 受講資格 :英語教師または英語を教えること

4 ;(1 5日 に興味のある人

ところ: 日本 YMCA同盟東山荘 定員 A…… この方法について初めて学ぶ

静岡県御殿場市東山 (90名) 人

講 師:伊達 民和(泉北高校教諭 B.…..GDMセ ミナーの経験があり

(ABC鵬東山 水 (GDM鎌倉グループ代表) この方法による授業の経験の

片桐ユズル(京都精華短大教授) ない人

升川 潔( (東京女子大学短大部助教授 C・・・・・・セミナーあ、よび授業の経験の

中郷 安市(大阪市大助教授) ある人

恨古谷常雄(千葉大学附属中教諭) 受講料 :￥ 14.000(内申込金￥3，000で.申

小高 一夫(松蔭女子学院大学助教授) 込金は返金しない)

山田 初裕(羽田工業高校教諭) 宿泊料:￥17.000(4泊 5日 食事っき)

吉沢美穂 (1C U講師・ GDM 教材 EnglishThrough Pictures， 

英語教授法研究会代表 Book 1 (￥ 650) 

内容 a)Theory 

b) C¥ass observation 

c) Observatio!1 and training 

d) DiscussiO!1 

e) Speech c¥inic 

f) Audio-visua¥ disp¥ay 

g) Recreation e t c. 

※実留クラス

Teachers' Handbook fηr English 

Through Pictures (￥ 1. 200) 

その他 (参考文献の展示あり)

申込先〒550) 大阪市西区土佐堀通

大阪YMCA英語学校

GDMセミナ-{;系

Te¥. 06 -441 -0892 

しめきり 7月31日 ただし定員に達ししだ

しミ締切りますので早目にあ、申込下さい。

申込方法:申込書と申込金 3.000円を添えて

申込んで下さい。(郵送は現金書留)

受講料，宿泊料，教材費は現地で納

入下さいD

• 
• 

このセ ミナーのために YMCAの小

学生により 実習用クラスを設定し，

モデル授業見学.授業方法の実習を

あ‘こないます 3 実習用クラスは，小

学 5年一 6年の子どもたちで.

@ 英語を習いはじめたグループ。

@ やや進んだグループコ

共催 GDM英語教授法研究会 . 

大阪YMCA英語学校

第 5回 公開公演会(関西支部主催)のお知らせ一一

日時 1975年 6月7日 (土)

2 : 30-5 : 00 p. m. 

場所 : 朝日新聞ピル13階

大阪市北区中之島 3-3

Te¥. 06(202) 9340 、

講演イ デオロギーとしての英会話」

ダグラス ・ス ミス氏(津田塾大学講師)

授業公開:生徒 堺 YMCA 中ークラス

授業者 小高一夫(松蔭女子大学助教授)

司会:足立正治(甲南中・高等学校教諭)

昨年は 「外国語教育の改革案」 や 「英語教育の改善に関するアピール」 など

|編集後記| が世に出された。 今年は・ じっくりと 「教育の原点」 を問いただすよい機会で
' はなかろうか。(根古谷， ミカJlI)

-8-


	英語教育の改善に関するアピール
	GDMのいくつかの基本概念 片桐ユズル
	三年間を終って 市村邦一
	初めて英語を教えて 田幸徹
	生徒の言語活動を活発にする英語学習指導法
	GDM導入の動機、経過について

	堺から 田村美智子

	NEWS
	Summer Seminar のお知らせ



